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ごあ

 昭

文化

 「

その

以上

を展

す。

そ

から

い着

  本

力い

た。

 

あいさつ 

和 46 年 7

化資料館は、

茅ヶ崎」に

の間、まちの

上に上ります

展示する、開

 

その第 2 弾で

昭和初期に

着物」展を開

本展示会の

いただいてい

この場を借

月 1 日に、

平成 23 年

にこだわり

の自然・歴

す。その資

開館 40 周年

である本展

にかけての

開催いたし

の企画・設営

いる市民ボ

借りて、深

晴

茅ヶ崎の

年 7 月 1 日

続け、40 年

歴史を調査

資料たちの中

年記念特別

展では、約

の貴重なハレ

します。 

営には、開

ボランティア

深く御礼申し

晴れ着を着た

歴史、文化

に、開館 4

年にわたり

・研究し、

中から選り

別展「チガサ

1 万点収蔵

レのめでた

開館以来、フ

アのみなさ

し上げます

少女たち（昭

化、自然を

40 周年を迎

り博物館活

収集・保存

すぐりの自

サキコレク

蔵している民

たい日の「衣

フィールド

さまの多大な

す。 

昭和 10 年頃

守り伝える

迎えました

動を展開し

存してきた

自然誌、民

ション」を

民俗資料の

衣」を紹介

ドワークや資

なる貢献を

茅ヶ崎市

頃） 

るため開館

た。 

してきまし

た資料は 5 万

民俗、考古資

を開催いた

の中から、近

介する「めで

資料整理に

をいただきま

2011 年 1

市教育委

館した

た。

万点

資料

たしま

近世

でた

にご協

まし

0 月 

員会 
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時間

 人

日常

機会で

 1 年

にいた

レ」で

こ

が多

てい

い」の

する

 

誕生

人生

が、次

育て、

茅

く「帯
お

礼とな

句、年

不安定

儀礼の

どもの

大人の

*1…

くこ

 

婚姻

茅

て婚姻
こ ん い

昭和初

と家

る婚姻

性は極

承諾

偶者の

の中で 

々が日々の生

を「ケ」と表

で、お祭りや

年の中では、

たるまで何度

です。 

うした年中行

くありますが

くために行っ

の行事や儀礼

ことができる

生と成長 

生の重要な折

次第に人とし

、しつけがな

ヶ崎市では、

帯祝
お び い わ

い」で、

なっています

年祝い（七五

定な霊魂の安

の際に着たの

の健やかな成

の想いを伝え

…ある環境に

と。 

姻 

ヶ崎では、嫁

姻
い ん

が成立し、

初期にかけて

との結びつき

姻とは異な

極めて低く、

を得るための

の家に移る祝
し

生活を営んで

表現した場合

や行事が行わ

年中行事を

度か折り目が

行事や通過儀

が、かつての

っていました

礼に関係する

る貴重な資料

折り目の第一

して体をなし

なされていく

、妊娠 5カ月

、女性がみご

す。その後、

五三）などの

安定化が図ら

のが子どもの

成長を祈願す

えてくれる貴

に生まれた人

嫁となる女性

、社会的に承

て行われてい

きを重視して

り、婚姻する

、婚姻の成立

の婚姻儀礼が

祝言
しゅうげん

（披露
ひ ろ う

宴
え

でいく中で、

合、ケでなく

われる時です

を行うときが

が作られてい

儀礼は、現代

の人々は時間

た。今回展示

るもので、茅

料です。 

一段階は、こ

し、文化化
ぶ ん か か

*1

くことです。

月目の戌の日

ごもったこと

出産・誕生

の通過儀礼を

られます。人

の祝着
い わ い ぎ

です。

する親や親族

貴重な資料で

人が、その集

性が聟
む こ

の家に

承認される嫁

いました。仲
な

ていました。

る当事者の配

立にあたり、

が重視され、

宴
え ん

）が盛大に

時間の経過

くなる状態が

す。この状態

が「ハレ」で

います。誕生

代社会におい

間の経過を認

示しました「

茅ヶ崎で暮ら

この世に出生

される過程

 

日に、妊婦の

とを祝うこと

生、宮参り、

を経ることで

人生の第一段

時代は変わ

族、地域の人

です。 

集団の文化を

に移ることを

嫁入婚が、明

仲人
こ う ど

を通じて

現在の恋愛

配偶者選択の

娘の両親な

その後に嫁

に行われまし

過をはっきり

があります。

態を、「ハレ

す。一方、人

生、成人、結

いては形式的

認識し、日常

「めでたい着

らした人々の

生した生命体

程であり、子

の腹に帯をま

とが最初の儀

食初め、節

で、子どもの

段階の諸々の

われども、子

人々といった

を学習してい

をもっ

明治～

ての家

愛によ

の自主

などの

嫁が配

した。 

と認識する

それは普通

」と民俗学

人はこの世に

結婚、死が人

的になってし

常生活の順調

着物」は、その

の文化の核と

体

ま

儀

節

の

の

子

た

い

機会があり

通と異なる特

では表現し

に誕生してか

人生における

まっている

調な展開をす

の中でも特に

なる部分を

ます。

別な

ます。 

から死

「ハ

もの

すめ

に「祝

発見
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婚姻

は角隠
つ の か

 

普段

 かつ

どの人

農作

かった

ては家

夏の

てんの

それ

婦や年

 

万祝

 相模

そんな

江戸

大漁

心に静

染めつ

ます。

れを着

本展

す。特

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

姻儀礼の際に

隠
か く

しの打掛
う ち か け

姿
す

段着 

つて多くの人

人生の節目や

作業をすると

たり、袂
たもと

がな

家にいても外

の間に、着物

の準備をしま

も着古したら

年寄りの仕事

祝（マイワイ

模湾を望む茅

な茅ヶ崎のか

戸時代に、房

を祝って、船

静岡県から青

つけています

。この万祝は

着ていた海の

展で紹介する

特に日露戦争

に着たのが、

姿
すがた

でした。 

人が農業、漁

や年中行事な

ときの野良着

なかったりし

外にいても仕

物をほどいて

ました。着物

ら雑巾にして

事でした。 

イ） 

茅ヶ崎市では

かつての漁師

房総半島から

船元や網元が

青森県までの

す。万祝をも

は、その後仕

の男の粋な姿

るのは、日露

争を描いたも

婚礼衣裳で

漁業を生活の

などの特別な

着は、農作業

します。今で

仕事をしてお

て洗い流しを

物は何度も縫
ぬ

て、最後まで

は、昭和 30 年

師の面影を今

ら流行したと

が漁に従事す

の沿岸地域に

もらえるよう

仕事着として

姿が目に浮か

露戦争をテー

ものは、全国

です。聟は、

の糧としてい

な日の服を区

業を効率的に

では家着とい

おり、大きな

をして繕
つくろ

いな

縫い直し、最後

で使いました

年代まで、漁

今に伝えてく

といわれてい

する人たちに

にかけてみら

うな大漁は、

ても使われた

かびます。

ーマにした絵

国的にも大変

黒羽
く ろ ば

二重
ふ た え

の

いた時代、仕

区別していま

に行うための

いう考え方の

な違いはあり

なおし、冬を

後は子どもの

た。着物を縫

漁業を営む人

くれる貴重な

います。予期

に贈りました

られます。地

一生に一度

たためか、袖

 

絵柄のものと

変貴重な資料

の紋付
も ん つ き

羽織
は お り

に

仕事をすると

ました。 

の構造をして

の衣類が存在

ませんでし

を迎える前は

のものに仕立

縫ったり繕っ

人々が多くい

な祝着です。

期しない漁獲

た。万祝の習

地域ごとにさ

度あるかない

袖が筒状に繕

と浦島太郎が

料です。 

に仙
せ ん

台
だ い

平
ひ ら

の袴

きと、結婚

ていて、袖口

在しますが、

た。 

は、綿入れや

立て直しまし

たりするの

ました。万祝

 

獲高だったと

習俗は、房総

まざまな絵

いかといわれ

繕われていて

が描かれたも

、嫁

式な

が短

かつ

やはん

した。

は主

祝は、

き、

を中

柄を

てい

、こ

ので
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着物の合理性 

着物は曲線の素材を用いたものは一つもありませ

ん。全て直線の布で形作られています。着る人によ

ってその形を変えることはありません。大人と子供、

男女では寸法は異なりますが、構造は同じです。一

方、洋服は、裁断に多くの曲線を用いた素材が用い

られ、その形は時代性、趣向により異なります。 

基本的な構造は、体、腕、足をすっぽりつつむよ

うに円筒形につくられ、胴体も丸味をもった形で包

むように作られています。人の体の形を無視したか

のような形をしていて、一見すると不合理です。し

かし、祖母や母親が着ていたものが娘のものになり、

体格が異なっていても縫い直しができるという合理

性をもっています。 

着物の製作に用いられる反物の長さや幅をみていくと、人の体をすっぽり包んでしまい

ます。そして前身頃、後身頃の布をそれぞれ肩から前後に垂らし、それに両腕をつけると

いう簡単な構造で着物は成り立っています。布地の幅が、人の体を基につくられているの

です。体を深く包みこみ、１本の紐で着ることができ、寸法の変更ができるきものは、く

らしの中で生まれた独自の「衣」であると考えることができます。  

 

 

さいごに‐「モノ」を集めて「コト（記憶）」を保存する‐ 

モノを集めるということをしている、もしくはかつてしたことはありませんか？ 

モノを集める「コレクション」は、人間の「獲得する」という本能に結びついていると言

われています。モノを集める行為の起原をたどっていくと、旧石器時代にさかのぼること

ができると言われています。博物館の歴史の始まりは、そういった個人コレクターとその

コレクションなのです。それでは、博物館がモノを収集して保存することと、個人コレク

ションの違いはなんでしょうか？ 

一番の違いは、博物館や美術館は、社会や地域のニーズに応え、学術的な研究に基づい

て、計画的かつ合理的にモノを収集し、地域だけでなく国の大切な財産として保存してい

ることです。テーマにそって収集したものを、時間やかたち、特徴といったものに応じて

並べ展示することで、新たな価値や感動を生み出します。そして、博物館は、モノとそこ

に含まれる情報（コト）を、次世代に伝えるという社会的な役割を担っていることです。 

今回の展示会の場合でいう「コト」は茅ヶ崎の民俗であり、かつての人々の記憶や想い

です。それらを記録、保存し、次世代に伝える役割を担っていくため、文化資料館は今後

も市民のみなさんと協力した活動を展開していきます。 
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女物

男物

物袷：部位名

物袷：部位名

名称 

名称 
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主な

●長着

れが

●単

て

縞
し ま

●袷

を

る。

●綿入

ねん

●留袖

紋

●羽織

のた

●打掛

現代

●紋付

と定

もの

とす

●袴

褌
ばかま

●帯

幅広

着物に関す

着（ながぎ）

がある。 

（ひとえ）…

いて、単は六

・絣
かすり

木綿
も め ん

な

（あわせ）…

さす。袷長着

。 

入れ（わたい

んねこ、胴着

袖（とめそで

）で裾に模様

織（はおり）

ため、身丈、

掛（うちかけ

代では婚礼衣

付（もんつき

定められたの

ので背
せ

紋
も ん

と袖
そ

する。 

（はかま）…

として存在

（おび）…和

広の帯地を二

する用語 

）…着物のこ

…裏のつかな

六月から九月

ど）、七、八

…表地に裏地

着を着用する

いれ）…防寒

着、ちゃんち

で）…既婚女

様を置く。宮

）…和装用外

、用布、模様

け）…着流し

衣装に用いる

き）…長着や

のは明治維新

袖
そ で

紋
も ん

をつけた

…和装の二部

し、近世にい

和服を着ると

二つ折りにし

こと。前を合

ない長着のこ

まで着るも

八月は薄地の

地を縫い合わ

るのは十月か

寒のため、表

ちゃんこなど

女性の礼装用

宮中及び未婚

外衣の一種。

様、羽織ひも

しの重ね小袖

る。 

や羽織に家紋

新以後、裃
かみしも

た三つ紋付き

部式の下衣。

いたるまで長

とき、腰の辺

して一端を絎
く

合わせて帯を

こと。着物は

ので、六月と

の単（絽
ろ

、紗
し ゃ

わせた衣服を

から五月末ぐ

表布と裏布の

どをいう。

用和服。白襟

婚女性は色染

長着の上に

もに流行があ

袖の上に羽織

紋を付けた衣

が廃止されて

き、さらに抱

本来は両足

長く男子の正

辺りに巻いて

絎
く

け合わせた

締めて着る

は季節と着る

と九月は厚地

、綿絽
め ん ろ

、し

を意味するが

ぐらいまでで

の間に綿を入

襟を重ねた黒

染めの色留め

に着るもの。

あらわれる。

織って着る小袖

衣服の総称、

てからである

抱き紋を加え

を別々に通す

正装として用

て結ぶ細長い

た帯。袋帯
ふくろおび

は

 

。季節により

る物との約束

地の単（御召
お め し

、

じら）だった

が、習慣上は

で、六月から

入れた着物。

黒紋付き（五

め袖を着る。

羽織は一番

 

袖。近世の武

礼装用。紋

る。一つ紋が

えた五つ紋を

すもの。古墳

用いられた。

い布のこと。

は、袋織り（

り、単
ひとえ

、袷
あわせ

、

束事がはっき

、縮緬
ち り め ん

、紬
つむぎ

、銘
め

た。 

は裏のついた

は単長着に

羽織、どて

五つ紋または

 

番外にはおる

武家女性の礼

紋付が一般に

がもっとも略

を最も正式な

墳時代に男子

 

丸帯
ま る お び

は、一

布の両端が

綿
わ た

入
い

りし

銘仙
い せ ん

、

長着

代わ

ら、

三つ

もの

礼服。

礼服

略式な

礼装

子の衣
き ぬ

枚の

表裏



8 |  
 

接合され、筒状になる織り方）の帯。丸帯が重いことから、明治以降、その代用として

できた。袋織りのものを本袋帯といい、その多くは無地裏の片側帯で、表地と裏地を別々

に織ってかがったものを縫い袋帯という。 

 

生地に関する主な用語 

◆縮緬（ちりめん）…緯糸に強撚糸を交互に打ち込んだ絹織物の総称。しぼという小さな皺
し わ

が特徴の高級和服地。 

◆メリンス…メリノ羊の毛で薄く柔らかく織った毛織物。唐
か ら

縮緬
ち り め ん

ともいい、主に女性の和

装地、裏地などに用いられる。 

◆御召（おめし）…御召
お め し

縮緬
ち り め ん

の略称。糸の段階で精錬し、先染めしたのち織り上げた先練

織物の代表的なもの。 

◆銘仙（めいせん）…熨斗
の し

糸
い と

・玉
た ま

糸
い と

・絹
きぬ

諸
もろ

撚糸
よ り い と

または紡績
ぼ う せ き

撚糸
よ り い と

でおった絹織物。無地・縦

縞・絣物などがある。 

◆紅絹（もみ）…赤または緋色に染めた薄手の絹布で、生地は平絹や節絹が多く用いられ

る。昭和の始めまでは、女物の上等の着物の胴裏地は若向きは紅絹、年寄り用は白絹が

決まりのように用いられた。 

◆綸子（りんず）…経緯とも無撚の生糸を使い、織り上げてから精錬する後染め、後練り

の絹の紋織物。主として無地染め、喪服・帯・裏地などに使われる。 

◆緞子（どんす）…紋織物の一種で、繻子
し ゅ す

織りを主として模様を織りあらわしたもの。 

◆錦紗（きんしゃ）…縮緬の一種。糸が細く、軽く、縮緬表面の凹凸であるしぼが細かく

平滑で光沢がある。 

◆塩瀬（しおぜ）…絹織物の一種。細い横
よ こ

畝
う ね

が密に並んだ厚手で、しなやかな高級和服地。 

◆羽二重（はぶたえ）…撚りのほとんど無い糸で織った平絹・後練りの絹布。光沢があり

柔らかいのが特徴。軽くて滑りがよいので多くは裏地として用いられるが、厚地のもの

は男物紋服・女物喪服として用いられる。 

◆紬（つむぎ）…紬糸で織った絹織物。紬糸は、真綿を引きのばして細く糸にしたもの。

普段着で、上等なものはよそゆきに用いられる。 

◆絽（ろ）…夏の高級和布地、薄地で軽量、隙間の多い織物で通気性に富む。 

開館 40 周年記念特別展「チガサキコレクション」第 2 弾 

「めでたい着物」展 
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